
総
務
課

火
災
報
知
器
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　

町
内
に
お

い
て
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
る

痛
ま
し
い
建
物
火
災
が
発
生

し
た
。
火
災
報
知
器
の
購
入

補
助
を
し
て
い
る
が
、
設
置

の
啓
発
を
す
る
こ
と
に
よ
り

事
業
効
果
が
あ
る
の
で
は
。

総
務
課
長　

設
置
に
つ
い
て

は
未
確
認
だ
。
今
後
消
防
団

な
ど
と
連
携
し
設
置
の
啓
発

に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　

消
防
自
動

車
は
20
年
で
無
条
件
更
新
だ
。

本
格
稼
働
せ
ず
更
新
に
至
る

自
動
車
も
あ
る
。
団
員
構
成

も
見
込
ん
だ
装
備
も
必
要
だ
。

検
討
す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長　

団
員
数
は
、
毎

年
10
人
位
減
少
し
て
い
る
。

福
山
市
な
ど
の
更
新
間
隔
も

20
年
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

新
た
な
交

通
体
系
に
な
り
１
年
が
経
過

し
た
。
路
線
に
よ
り
利
用
に

大
き
な
開
き
が
あ
る
。
事
業

効
果
と
住
民
要
望
へ
の
対
応

は
。

総
務
課
長　

通
学
や
通
院
に

利
便
性
が
向
上
し
た
。

　

要
望
や
見
直
し
に
つ
い
て

は
地
域
公
共
交
通
協
議
会
で

検
討
す
る
。

財
政
課

　
　
　
　
　
　
　

公
用
車
５

台
購
入
は
エ
コ
カ
ー
な
の
か
。

財
政
課
長　

２
０
０
９
年
度

環
境
対
応
の
エ
コ
カ
ー
で
あ

る
。

財
政
基
盤
今
後
の
見
通
し
は

　
　
　
　
　
　
　

本
町
の
財

政
数
値
は
、
県
内
で
も
優
秀

な
改
善
率
と
な
っ
て
い
る
が
、

国
・
県
の
経
済
対
策
支
援
の

影
響
が
大
き
く
、
財
政
基
盤

の
確
立
と
は
思
え
な
い
。
今

後
の
見
通
し
は
。

財
政
課
長　

来
年
度
以
降
の

補
助
事
業
や
、
普
通
交
付
税
、

地
方
財
政
対
策
費
の
継
続
算

入
な
ど
、
現
状
で
は
不
透
明

で
あ
る
。
今
後
の
政
局
へ
併

せ
な
が
ら
の
財
政
運
営
が
健

全
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

21
年
度
決

算
は
、
主
要
財
政
指
数
は
好

転
し
、
財
政
基
盤
の
確
立
に

向
け
努
力
し
た
結
果
と
評
価

す
る
。

　

決
算
の
評
価
は
、
数
字
ば

か
り
で
な
く
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
ど
の
よ
う
に
向
上
し
、

住
み
や
す
い
町
づ
く
り
に
む

け
て
、
ど
う
取
り
組
ん
だ
の

か
が
問
題
。
今
後
の
課
題
は
。

副
町
長　

限
ら
れ
た
予
算
を

ど
の
よ
う
に
使
う
か
、町
民
・

議
会
の
声
を
聞
き
な
が
ら
取

り
組
ん
だ
。
町
単
独
事
業
に

10
億
円
を
投
資
し
、
新
規
事

業
、
産
業
の
振
興
、
建
設
事

橋
本
議
員

橋
本
議
員

小
林
議
員

小
林
議
員

佐
伯
議
員

佐
伯
議
員

小
川
議
員

小
川
議
員

小
林
議
員

小
林
議
員

松
本
議
員

松
本
議
員

決
算
審
議
の
主
な
質
疑

決算審議

業
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　

本
町
の
標

準
財
政
規
模
は
72
億
円
で
あ

る
。
決
算
額
は
２
倍
近
い
額

と
な
っ
て
い
る
。
本
町
は
、

２
倍
近
い
仕
事
を
し
て
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
も
２
倍
近
く

行
っ
て
い
る
事
に
も
な
る
。

職
員
も
か
な
り
無
理
を
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

副
町
長　

国
の
財
政
も
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。
現
在
の

サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き
る
か

が
不
安
。

　

中
山
間
地
の
特
性
を
活
か

し
、
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

　

職
員
も
か
な
り
無
理
を
し

て
い
る
職
場
も
あ
る
。
機
構

の
見
直
し
な
ど
も
検
討
す
る
。

住
民
課

滞
納
処
理
の
具
体
策
は

　
　
　
　
　
　
　

滞
納
処
理

に
係
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

の
効
果
は
。
ま
た
収
納
率

ア
ッ
プ
の
具
体
策
は
。

住
民
課
長　

滞
納
処
理
に
つ

い
て
法
的
措
置
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
ま
た
、

滞
納
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ

と
い
う
意
識
が
職
員
に
浸
透

し
て
き
た
。

　

具
体
策
は
、
督
促
の
電
話

や
夜
の
訪
問
。

　
　
　
　
　
　
　

工
場
等
設

置
奨
励
事
業
で
、
カ
イ
ハ
ラ
、

ト
ラ
ス
ト
、
内
田
鉄
工
の
３

社
へ
合
計
３
５
５
０
万
円
を

支
出
し
て
い
る
が
、
３
社
の

固
定
資
産
税
と
の
相
殺
額
は
。

住
民
課
長　

税
と
奨
励
補
助

金
を
相
殺
す
る
べ
き
も
の
で

は
な
い
が
、
あ
え
て
相
殺
す

る
と
、
約
１
億
２
１
０
０
万

円
の
収
入
増
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

今
後
の
源
流
の
里
事
業
は

　
　
　
　
　
　
　

源
流
の
里

維
持
・
再
生
事
業
は
ス
タ
ー

ト
し
た
ば
か
り
で
、
集
落
支

援
員
の
サ
ポ
ー
ト
な
し
で
は

困
難
で
あ
る
。
集
落
支
援
員

は
継
続
す
べ
き
で
は
。

理
事　
「
地
域
サ
ポ
ー
ト
人

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
本
町
で

主
催
。

　

地
域
興
し
協
力
隊
な
ど
人

的
支
援
を
す
る
か
、
集
落
支

援
員
を
継
続
す
る
の
か
22
年

度
中
に
方
針
を
出
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

源
流
の
里

維
持
・
再
生
事
業
実
施
応
援

団
の
掘
り
起
こ
し
に
、
49
集

落
の
内
30
集
落
で
目
途
が
つ

き
、
一
定
の
方
向
を
見
出
し

た
と
あ
る
が
、
今
後
の
支
援

松
本
議
員

松
本
議
員

横
尾
議
員

横
尾
議
員

片
山
議
員

片
山
議
員

寄
定
議
員

寄
定
議
員

村
上
議
員

村
上
議
員

員
の
方
針
は
。

理
事　

昨
年
は
調
査
年
で
、

今
年
は
「
源
流
の
里
つ
う
し

ん
」
で
Ｐ
Ｒ
し
、
今
後
支
援

員
を
置
く
か
、
人
を
集
中
し

て
送
り
こ
む
か
、
本
町
で
10

月
に
開
催
さ
れ
る
「
地
域
サ

ポ
ー
ト
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

全
国
協
議
会
が
あ
り
、
今
年

度
中
に
結
論
を
出
す
。

　
　
　
　
　
　
　

源
流
の
里

維
持
・
再
生
事
業
で
、
方
向

性
の
出
て
い
な
い
集
落
の
今

後
の
対
策
は
。

理
事　

小
規
模
で
高
齢
化
の

進
ん
だ
集
落
が
多
く
、
今
後

は
自
治
振
興
会
と
も
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
出
来
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
た
い
。

観
光
施
設
を
ど
う
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

観
光
施

設
と
し
て
活
か
し
た
い「
き

の
こ
の
森
公
園
」
な
ど
、
施

設
の
指
定
管
理
を
再
考
す
べ

き
で
は
。

理
事　

そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
施

設
は
有
効
利
用
が
重
要
な
の

で
、
点
で
は
な
く
線
で
繋
げ

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

自
然
公
園

の
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
。

ま
る
ご
と
市
場
な
ど
、
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
し
、

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

理
事　

自
然
公
園
全
体
の
連

携
を
考
え
な
が
ら
、
ま
る

ご
と
市
場
や
１
８
２
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
や
観
光

案
内
も
し
て
い
き
た
い
。

産
業
課

今
後
の
新
規
就
農
支
援
は

　
　
　
　
　
　
　

新
規
就
農

者
支
援
事
業
に
お
い
て
農
業

公
社
の
従
業
員
も
該
当
す
る

の
か
。

産
業
課
長　

町
内
で
の
就
農

定
住
と
言
う
意
味
合
い
も
あ

り
該
当
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

３
年
目
か

ら
の
支
援
は
。

産
業
課
長　

農
地
購
入
補
助
、

農
地
賃
借
援
助
の
ほ
か
、
必

要
に
応
じ
新
た
な
支
援
策
も

考
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

有
害
鳥
獣

駆
除
事
業
に
お
い
て
、
捕
獲

奨
励
金
を
増
額
し
て
は
。

産
業
課
長　

財
政
面
も
あ
り
、

増
額
は
困
難
。

　
　
　
　
　
　
　

①
地
籍
調

査
の
進
捗
率
に
各
地
区
で
大

き
な
差
が
出
た
の
は
な
ぜ
か
。

②
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
は

完
了
ま
で
20
年
も
か
か
る
。

先
の
国
会
で
国
土
調
査
法
が

改
正
さ
れ
、
民
間
委
託
が
可

能
と
な
り
、
財
政
面
も
特
別

交
付
税
措
置
が
さ
れ
る
。　

迅
速
な
推
進
で
完
了
を
早
め

る
べ
き
で
は
。

産
業
課
長　

①
地
籍
調
査
の

進
捗
率
は
、
三
和
地
区
＝

96
％
、
油
木
地
区
＝
65
％
、

豊
松
地
区
＝
62
％
、
神
石
地

区
＝
57
％
で
あ
る
。

　

地
籍
調
査
の
開
始
時
期
、

国
・
県
の
補
助
、
調
査
人
員

な
ど
の
差
が
影
響
し
て
い
る
。

②
自
治
振
興
会
や
班
単
位
、

山
の
持
ち
主
同
士
で
境
界
確

認
を
実
施
す
る
場
合
は
、
杭

や
テ
ー
プ
な
ど
を
提
供
し
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

国
の
事
業
も
検
討
し
迅
速
な

推
進
に
取
り
組
み
た
い
。

建
設
課

　
　
　
　
　
　
　

井
関
定
住

団
地
は
工
期
内
に
完
了
し
た

の
か
。
工
事
発
注
件
数
が
複

数
で
、
工
事
車
両
に
よ
る
国

道
な
ど
進
入
路
へ
の
土
砂
飛

散
が
多
く
交
通
警
備
員
も
お

ら
ず
対
応
が
出
来
て
い
な
い
。

建
設
課
長　

工
期
内
に
完
了

し
た
。

　

土
砂
飛
散
防
止
対
策
を
講

じ
た
が
対
応
し
き
れ
ず
迷
惑

を
か
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　

一
般
県
道

三
和
油
木
線（
高
蓋
地
内
）

は
、
県
道
整
備
移
譲
事
業
と

な
っ
て
い
る
。
小
畠
バ
イ
パ

ス
１
８
０
０
ｍ
と
帝
釈
峡
井

関
線
の
河
森
橋
、
ヤ
ン
マ
ー

農
機
下
の
歩
道
設
置
に
限
定

し
て
、
国
県
か
ら
町
へ
移
譲

を
受
け
れ
ば
、
事
業
が
早
く

進
む
の
で
は
。

建
設
課
長　

主
要
地
方
道
吉

舎
油
木
線
・
一
般
県
道
帝
釈

峡
井
関
線
は
、
主
要
な
県
道

な
の
で
、
移
譲
対
象
路
線
と

な
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

農
道
野
上

線
の
改
良
工
事
が
、
毎
年
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
期
間

と
重
な
り
、
籾
の
搬
入
に
不

便
を
き
た
し
て
い
る
。

　

時
期
を
ず
ら
す
事
は
出
来

な
い
の
か
。

建
設
課
長　

今
年
度
が
最
終

年
で
事
業
量
が
多
く
、
工
期

の
変
更
は
出
来
な
い
。

福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

在
宅
介
護

激
励
手
当
５
０
０
０
円
は
安

い
。
増
額
す
べ
き
で
は
。

福
祉
課
長　

在
宅
介
護
激
励

手
当
と
介
護
用
品
支
給
事
業

を
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
。

財
源
の
問
題
も
あ
り
当
面
、

現
行
で
継
続
し
た
い
。

社
会
福
祉
法
人
の
委
託
料
は

　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉

法
人
へ
の
委
託
料
に
差
が
あ

る
。
基
準
額
は
。

福
祉
課
長　

支
援
員
と
入
居

者
の
数
が
違
い
、
３
月
末
決

算
で
余
剰
金
が
出
た
ら
返
還

し
て
も
ら
い
、
そ
れ
以
上
の

経
費
は
業
者
負
担
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

入
居
者
の

料
金
も
委
託
施
設
に
よ
り
違

い
が
あ
る
。
不
平
等
で
は
。

福
祉
課
長　

福
祉
課
で
精
査

し
対
応
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

生
活
保
護

家
庭
へ
の
就
労
支
援
は
。

福
祉
課
長　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
就
労
に
向
け
て
の
協
議
会

を
設
置
し
、
就
労
支
援
に
取

組
ん
で
い
る
。

佐
伯
議
員

佐
伯
議
員

木
野
山
議
員

木
野
山
議
員

佐
伯
議
員

佐
伯
議
員

藤
田
議
員

藤
田
議
員

藤
田
議
員

藤
田
議
員

藤
田
議
員

藤
田
議
員

寄
定
議
員

寄
定
議
員

小
川
議
員

小
川
議
員

小
林
議
員

小
林
議
員

片
山
議
員

片
山
議
員

佐
伯
議
員

佐
伯
議
員

寄
定
議
員

寄
定
議
員

村
上
議
員

村
上
議
員

村
上
議
員

村
上
議
員

横
尾
議
員

横
尾
議
員

決算審議

豊松保・小運動会

どんぐり幼稚園運動会
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